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1. MWiCブレスコントローラーの概要

MWiCブレスコントローラー(MWiCブレコン)は、ウィンドMIDIコントローラー
MWiCのブレスセンサ・バイトセンサ機能を中⼼に再構成したMIDIコントローラー
です。キーボード等のリアルタイム演奏やDTMにおける⾳楽表現の拡張を⽬指した
デバイスであり、以下の特⻑を備えます。

① ブレスセンサによる⾳量表現等、バイトセンサによる⾳程表現等が
可能です。

② バイトセンサによる⾳程表現には複数のモードを備えており、演者
の好みに応じたコントロールが可能です。

③ USB有線接続によるMIDIコントローラーです。専⽤アダプタにより
Legacy MIDIも利⽤可能です(TRS MIDI 3.5mm出⼒、要USB電源)
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2. MWiCブレスコントローラーの構成

USB−A ＆ Legacy MIDIアダプタ

バイト感度設定
ドライバー⽳

メインユニット(USB-C接続で動作)

MWiCブレスコントローラーへ

汎⽤のUSB-MIDIコンバーターではありません。
メインユニットで作ったLegacy MIDI信号を
取り出すための専⽤アダプタです。

USB-Aコネクタ
Mac/Win等へ

Legacy MIDI出⼒
(3.5mm TRS Type A)

機能ボタン

8ch DIP スイッチ
1/4インチ
固定ネジ

※ネジ⻑さ10mmが上限

バイトセンサ解放
バルブボタン

LED2

LED1

RGB LEDを2つ搭載

※USBデバイス(スレーブ)です。

息抜け孔

ストラップ対応
ブランクネジ
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確認事項
① MWiCブレコンはUSBデバイス(スレーブ)として機能します。USBホスト(パソコンやiOSデバイ

ス、USBホスト機能を備えた⾼機能シンセ)に接続して利⽤可能です。
② MWiCブレコンにはUSBコネクタ経由での電源供給が必要です。

使い⽅
① 利⽤する⾳量メッセージに合わせてディップスイッチを選択します。

② 下⾯のバイトセンサ解放バルブボタン(前⾴, ⾦属)を⼀度押して内圧を外気圧に⼀致させます。
③ USBケーブルをパソコン等に接続します。※上⾯の機能ボタン(樹脂)を押しながら接続するとホ

イッスルモード(吹くだけでAの⾳が出ます)になり、初期設定に便利です。
④ Legacy MIDIで使⽤したい場合には専⽤アダプタ(前⾴)を利⽤し、3.5mm TRSポートから信号を

取り出すことができます。

3-1. クイックスタート

! ! "##
$!"#$%&'()%

! ! "C'
$*%#+),-./.%
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① 設定の第⼀選択はCC#11です。

② ソフトシンセが使えるiOSデバイスかMacに接続します。
③ 画⾯上のキーボードや外付けキーボードで⾳程⼊⼒を⾏いながら吹くと⾳がなります。

3-2. USB-MIDIでの利⽤例

! ! "##
$!"#$%&'()%

! ! "C'
$*%#+),-./.%
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USB-MIDIで制御できるソフトシンセ
(iOSやMac上, 画⾯上のキーボード or 外付けキーボード)



① iOS⽤の『IFW-ウインドシンセサイザー』が⾼性能・⾼⾳質です。まずはデモモードで、3つの
(有名な)サウンドでお試し頂くことができます(2025年12⽉現在)。

② 設定はCC#02です。⼀番右のディップスイッチを上にしてください。

③ MIDI信号の状態が右下に表⽰されます

3-2補⾜. お勧めの⾼性能ソフト⾳源

! ! "##
$!"#$%&'()%

! ! "C'
$*%#+),-./.%
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① 設定の第⼀選択はCC#11です。

② 付属の⽩いアダプタを取り付けます。
③ 付属アダプタに⼀般のUSB電源アダプタ等と、3.5mmTRS-MIDIケーブルを接続します。
④ MIDIケーブルをシンセのMIDI INに接続します。
⑤ シンセのキーボードで⾳程⼊⼒を⾏いながら吹くと⾳がなります。

3-3. Legacy MIDI (DIN)での利⽤例

! ! "##
$!"#$%&'()%

! ! "C'
$*%#+),-./.%
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シンセのMIDI IN端⼦に接続する

付属のアダプタのTRS3.5mm端⼦から
MIDI信号を取り出し

TRS-MIDIケーブル(タイプA)

USB電源アダプタ(iPadやMacから電源供給してもOK)



4. MWiCブレスコントローラーのメカニズム

シリコーンマウスピース
(MWiCと同じ)

密閉空間 圧⼒センサ
(バイトセンサ)

解放バルブ

バイトセンサ解放
バルブボタン

圧⼒センサ(ブレスセンサ)

下部息抜けポート

⾳程制御メッセージ
(ピッチベンド等)

⾳量制御メッセージ
(CC#11 や CC#02等)

息の流れ

内径3mm/外径5mmの
チューブを取付け可能

Swingモード以外の運⽤では
シール部にコルクグリス/ワセリン

の塗布をお勧めします。
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5-1.  設定: 可変抵抗によるバイトセンサ感度

• 内部の可変抵抗でバイトセンサ感度を設定できます。
• 可変抵抗は写真に⽰す⽳に＋の精密ドライバーを差し込んで回します。
• ドライバーのサイズは『軸が細い(2mm程度)の+0』もしくは+00です。
• 可変抵抗の回転位置とバイトセンサ感度は図の通りです。

バイト感度設定可変抵抗
ドライバー⽳

⽳の奥の可変抵抗の⾓度

バイトセンサ無効

感度低

感度⼤
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5-2.  設定: DIPスイッチ概要

DIPスイッチは8チャンネルあり、デフォルトはすべて下(0)です
具体的な設定は次ページに⽰します。

8ch DIP スイッチ ①②③④⑤⑥⑦⑧

バイトセンサ設定

ブ
レ

ス
感

度

M
ID

I C
h

送信先CC/AT

0

1
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5-3.  設定: DIPスイッチ詳細
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! " # $ % & ' ( !"

! ! ! #$%&'!"##$%%

! ! " #$%&'!"##$&'

! " ! #$%&'!"##$&(

! " " #$%&'!")*+,-"./012"3#2455,6"7-,880-,9

" ! ! #$%&'!"##$(:; ##$%%

" ! " #$%&'!"##$(:; ##$&'

" " ! #$%&'!"##$(:()

" " " #$%&'!"##$(:; )*+,-"./012"3#2455,6"7-,880-,9

! #$%*+,-./012

" #$%*+,-.3

! <=>=4567+82? %

" <=>=4567+82? %@

! ! 9:;*+,<0=!"AB C5D

! " 9:;*+,<0=!"E,,FG,5F

" ! 9:;*+,<0=!"</F064+C/5

" " 9:;*+,<0=!"H0C+,-G,5F36>0?+@9

! 9:;ABCD/0123E,,FG,5FEFG;H0+/0129

" 9:;ABCDI3E,,FG,5FEFG;H0+J:=9



6-1. バイトセンサ: 基本の使い⽅

バイトセンサは、ウィンドMIDIコントローラーMWiCと同等構造の密封圧⼒式で
す。マウスピースゴム内の空間からメインユニットの圧⼒センサにつながる密封空間
があり、マウスピースを噛むことによる密封空間内部の圧⼒変化を検出します。

以下の⼿順でのご利⽤をお願いします。
• 起動(USB接続)の前にバルブボタンを⼀度押して内部を外気圧に⼀致させてか

ら起動してください。演奏の区切り⽬にバルブボタンを押して外気圧に戻すこ
とをお勧めします。

• ※起動後には上部の機能ボタンを3回短く押す(トリプルクリック)ことでバイト
センサの基準点のデータを再較正することが可能です。

(参考)センサの挙動について:
・バルブボタンを押すと、バルブが開いて密封空間の圧⼒が外気圧と⼀致します。
・電源投⼊時の圧⼒を基準にして動作します。
・内部空間の圧⼒は、気温や、演奏状況に応じて変化するので、モードによってはゼロ点ズレ
による想定外の動作が起こり得ます。

バイトセンサ解放
バルブボタン
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6-2. バイトセンサ: 動作モード
バイトセンサの動作モードは4つあり、DIPスイッチで選択します
① Swingモード: MWiCやEWIのバイトセンサと類似します。センサを噛んで内部圧⼒が上がるときに

上向きのピッチベンドが⼀時的に⽣じ、緩めてセンサ内部圧⼒が下がるときに下向きのピッチベン
ドが⼀時的に⽣じます。

② Modulationモード: 噛むとセンサ圧⼒に応じたMIDI Modulation(CC#01)が送信されます。
③ ReedBendモード: MWiCのReedBendと類似します。初期状態ではダウンベンドになっていて、噛
んで圧⼒が上がると⾳程が上がり、中⽴⾳程を経てアップベンドになります。中⽴⾳程でフラット
な領域(♭という意味ではなく、噛んでも⾳程が上がらない領域) があります。

④ GuiterBend(チョーキング)モード: ReedBendに類似しますが、初期状態で中⽴⾳程であり、バイ
トセンサを噛むと⾳程が上がります。ダウンベンドしません。

※ Swingモード以外ではバイトセンサ内部空間からの圧抜けによるドリフト(ずれ)が⽣じます。ドリ
フトを抑制するために、いったんマウスピースを外して、本体とのシール部(P5の★マーク)にコル
クグリースもしくはワセリンを塗って密封性向上を⾏うことをお勧めします。
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7. LED表⽰

2つのRGB LEDを搭載しており、演奏時に光ります。
・LED1は待機時には緑(通常モード)もしくは⻘(ホイッスルモード)で光ります。
・LED1は息を吹き込んでブレス信号が発⽣すると⾚い発光でブレス強度を⽰します。
・LED2は緑がアップベンド、⻘がダウンベンドを⽰します。
・機能ボタンの短時間押下を検出するとLED2が⾚で発光し、トリプルクリックが成⽴するとLED1が

⾚で発光してセンサリセットが⾏われます。
・LED2は起動時にUSB-C接続の場合:緑に、それ以外(アダプタ等)の場合:⾚に0.5秒光ります。。

LED2

LED1

機能ボタン
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8.  機能ボタンの使い⽅

[通常モード]
機能ボタンを押さずに起動すると『通常モード』となります。
待機時にLED1が緑に発光します。通常モードでは、機能ボタンを押すとCC#05(ポルタメントタイム)に63を、
離すと0を送信します。

[ホイッスルモード]
機能ボタンを押しながら起動すると『ホイッスルモード』になります。
待機時にLED1が⻘く発光します。ホイッスルモードでは通常の動作に加えて、吹くとNoteOn MIDIメッセー
ジを送信(通常はノートナンバー69のA3⾳、ボタンを押しながら吹くとノートナンバー72のC4⾳)するので、
キーボード等がなくても/操作しなくても発⾳します。本ブレスコントローラーの設定の際に便利です。

LED2

LED1

機能ボタン
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9.  息抜きチューブについて

・原理上、息から結露して⽔滴が⽣じることは避けられません。
・息抜きチューブは内径3mm/外径5mmのシリコーンチューブです。
・デフォルトでは⻑さ約80mmのチューブが取付けてあります。
・予備として⻑さ1mのチューブも同梱しています。
・演奏形態・使い⽅に応じて⻑さを変えていただいて差し⽀えありません。
・⻑いほうが抵抗感が増します。
・チューブを完全に取り外すと内部への⽔滴侵⼊のリスクが上がりますので、短くて(10~20mm)良いので

チューブをつけておくことをお勧めします。

息抜きチューブ
(内径3mm/外形5mm)

MWiCブレスコントローラー説明書

同梱品はこれですが、太さが同じならOKです。
https://www.monotaro.com/p/4533/3933/


